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報  告

兵 庫 県 三 田 市 に お け る 絶 滅 危 惧 植 物 オ ク ラ コ ウ ホネ

(ス イ レ ン 科) の 分 布, 生 育 環 境 と 形 態
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Abstract

Nuphar  oguraense  Miki (Nymphaeaceae)  is endemic  to southwestern  Japan  and  one  of the

endangered  water  plant species. The  habitat of this species in Sanda  district is usually irrigation

ponds. We  surveyed  230 irrigation ponds  in Sanda  City and found N. oguraense  populations at 25

ponds. Other Nuphar  species (AT. japonicum DC. and N. subintegerrimum  (Casp.) Makino) were found

in 19 ponds. N. oguraense  was  found  to prefer oligotrophic ponds  with low conductivity whose

embankment  is constructed  by natural materials such as clay and rock.
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は じ め に

オクラコウホネはスイレン科に属する日本固有の多年

生植物である. 国内での分布は愛知県( 愛知県植物誌調

査会, 1996) と近畿地方, 四国東南部, 九州の溜池や河

川に限られ(角野, 1994), 初夏に黄色の花を咲かせる沈

水植物または浮葉植物である( 図版1 a, b).

オクラコウホネは分布が局所的で, 水辺環境の悪化に

ともなって著しく減少してきたため, 環境庁自然保護局

野生生物課(1997) のレッドリストでは絶滅危惧II類に

指定されている. また近畿版レッドデータブック( レッ

ドデータブック近畿研究会, 1995) では大阪府と京都府

で絶滅の可能性が高いとされ, 兵庫県版レッドデータ

ブック(兵庫県, 1995) にはA ランクに指定されている.

兵庫県における生育地は数力所しかないと考えられて

いたが, 最近になって角野康郎氏, 三宅慎也氏, 筆者の

一人である鈴木が三田市内の異なる溜池で独立に新しい

産地を発見してきた. このような経過から, 三田市にお

けるオクラコウホネの分布を明らかにし, 今後の保全に

むけての基礎調査を行った.

調査方法

1. 調査地の概要

調査は1997 年から1998 年の2 年間にわたって兵庫県

南東部の三田市( 面積210km2, 図1) で行った. 調査

地周辺は六甲山地などに囲まれた丘陵地が広がり, 平地

には水田が開かれている. この地域は瀬戸内式気候の影

響を受け, 夏に雨が少なく, かんがい用の農業用水を補

うために多くの溜池が造られてきた. 山間部の溜池には

谷をせき止めで造られた谷池が多い. 三田市内の池の数

を5 万分の1 地形図から読み取ると, およそ600 にも達

していた.

2. コウホネ類の分布および溜池の特性調査

山間の水辺植物が多く生育する溜池を中心に, 水系に
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図1. 調査地域と調査し た溜池の位置.

図2. 生育が確認されたコウホネ類の分布.



も 配 慮 し な が ら, 三 田 市 内 を ま ん べ ん な く 調 査 し た. 東

条 川 水 系12 地 点, 武 庫 川 本 流67 地 点, 青 野 川 水 系28

地 点, 黒 川 水 系24 地 点, 羽 東 川 水 系60 地 点, 波 豆 川

水 系11 地 点, 内 神 川 水 系12 地 点, 相 野 川 水 系16 地 点

の 合 計230 地 点 を 調 査 し た が( 図1), こ れ は 三 田 市 内

の 溜 池 の4 割 に 当 た る. こ れ ら の 溜 池 で, そ の 周 辺 に 生

育 す る 植 物 相 の 記 録 と 周 辺 環 境 に つ い て の 調 査 を 行 っ

た. 出 現 し た 種 類 の う ち, 水 草 の 範 囲 は 概 ね 角 野

(1994) に 従 っ た. 植 物 相 に つ い て の 詳 細 は 別 に 報 告 す

る.

溜 池 周 囲 の状 況 は 森 林, 草 地, 水 田 や 畑, 造 成 地 の4 類

型 に 区 分 し, 溜 池 の 護 岸 は 自 然 素 材( 土 と 石 を 区 別), 人

工 素 材( コ ン ク リ ー ト, ゴ ム シ ー ト) に 区 分 し て 記 録 し

た. 調 査 時 の 状 況 と し て, 気 温, 湿 度, 溜 池 表 層 の 水 温

を 記 録 し た. ま た 水 質 検 査 用 の 試 料( 表 層 と 水 面 下

50cm) を 持 ち 帰 り, 実 験 室 内 で,pH, 電 気 伝 導 度 の測

定 を 行 い, パ ッ クテ ス ト( 共 立 理 科 学 研 究 所:WAK-PCk,

WAK-N02,WAK-N03,WAK-COD) に よ り, リ ン 酸

(PO 崕), 亜 硝 酸(N02), 硝 酸(N03-),COD( 化 学 的

酸 素 要 求 量) の 簡 易 分 析 を 行 っ た. 生 育 環 境 の 比 較 の た

め, 三 田 市 以 外 の 兵 庫県 内 の既 知 産 地 で も 同 様 の 調 査 を

行 っ た.

3. コ ウ ホ ネ 類 の 形 態 測 定

三 田 市 内 の コ ウ ホ ネ 類 生 育 地 か ら, オ ク ラ コ ウ ホ ネ の

生 育 し て い る 溜 池2 ヶ 所(N0.7,10) と, コ ウ ホ ネ が 生

育 す る 溜 池2 ヶ 所(No.32,  33) を 選 び, 試 料 を 実 験 室 に

持 ち 帰 り, 葉 数 や サ イ ズ な ど の 形 態 を 測 定 し た. 形 態 形

質 の 比 較 用 に, 三 田 市 外 の オ ク ラ コ ウ ホ ネ 個 体 群

(No.28) で も 同 様 の 調 査 を 行 っ た.

結 果 と 考 察

1. コ ウ ホ ネ 類 の 分 布

調 査 結 果 を も と に, 三 田 市 に お け る コ ウ ホ ネ 類 の 分 布

図 を 作 成 し た( 図2). オ ク ラ コ ウ ホ ネ は 武 庫 川 本 流 域 で

5 ヶ所, 羽 束 川 流 域 で10 ヶ 所, 内 神 川 流 域 で8 ヶ 所, 相 野

川 流 域 で2 ヶ 所 の 合 計25 ヶ 所 で 確 認 さ れ た. オ ク ラ コ ウ

ホ ネ は 三 田 市 の東 部 と 西 部 に 分 か れ て 分 布 し て い る こ と

が あ き ら か と な っ た. ま た 三 田 市 以 外 の 兵 庫県 内 で, 従

来 か ら知 ら れ て い る オ ク ラ コ ウ ホ ネ の 生 育 地6 ヶ所( 表

1) で も オ ク ラ コ ウ ホ ネ が 再 確 認 さ れ た. 今 回 の 調 査 で,

コ ウ ホ ネ 類 の 複 数 の 種 が 共 存 し た 溜 池 は 認 め ら れ ず, 住

み 分 け て い る こ と が あ き ら か と な っ た.

コ ウ ホ ネ は 武 庫 川 本 流 域 で3 ヶ所, 黒 川 流 域 で2 ヶ所,

羽 束 川 流 域 で12 ヶ 所 の 計17 ヶ所 で 出 現 し, ヒ メ コ ウ ホ ネ

は 羽 束 川 流 域 の2 ヶ 所 で 確 認 さ れ た( 表1).

2. コウホネ類の生育環境

これら3 種のコウホネ類が確認された池の護岸は, 土

を使った自然素材で造られたものが多く, 改修によって

全周がコンクリートやゴムシートの護岸でおおわれた池

はなかった. コウホネ類の生育する池周辺の自然環境は

森林が最も多く, 水田や草地などはわずかであった. オ

クラコウホネの出現した池はすべて山間部の谷をせき止

めて造られた谷池であった. コウホネの出現した池の一

部が皿池( 平地のくぼみで, 周囲をすべて堰堤で囲んだ

池) であったが, コウホネ類の主要な生育地は谷池と考

えられる.

次にコウホネ類の生育する溜池の表層で採取した試料

を用いて,pH を調べた. オクラコウホネはp  H  5.73~

6.96  (平均6.40), コウホネはpH  5.73~6.53  (平均

6.28), ヒメコ ウホネではpH  6.23~6.39  (平均6.33)

となり,3 種とも弱酸性の溜池に生育していた( 表2).

Shimoda  (1997) は広島県 のベニオグラコウホネ

(.Nup力ar oguraense Miki var. akiense Shimoda : オ

クラコウホネの変種) の生育地でp  H  6.0~6.5 の結果を

得ており, 三田市のオクラコウホネもほぼ同様の範囲内

で生育していた. コウホネもKadono  (1982b) の報告

したpH  5.9~9.0( 平均6.8) の範囲内であるが, ヒメ

コウホネでは浜島(1983) の愛知県での報告のp  H  6.8

~9.5  (平均7.6) に比べてやや酸性よりであった.

電気伝導度ではコウホネが最も低く4.42mS/m とな

り, 次いでヒメコウホネ(6.47mS/m), オクラコウホネ

(6.57mS/m) の順となった( 表2). ベニオグラコウホ

ネは電気伝導度20mS/m 前後に出現することが報告され

ており(Shimoda,  1997), それに比較するといずれも低

い値を示した.

次にCOD,  NO2,  NOs,  PO43 について比較した.

これらについては種間の差は認められなかった. オクラ

コウホネの黒井の集団の電気伝導度とNOs で高い値が

認められたのは, この個体群が住宅地に近い川の中に生

育しており, 生活排水などが流入しているためと考えら

れる.

3. コウホネ類の共存種

コウホネ類3 種の生育する44 ヶ所の池のうち,フトヒル

ムシロが出現した池は15 ヶ所(34%) にのぼった. コウホ

ネでは17 ヶ所のうち2 ヶ所, オクラコウホネで25 ヶ所のう

ち13 ヶ所であった. 調査した230 の溜池のうち, フトヒル

ムシロが出現した池は47 ヶ所(20%) にしかならず, コウ

ホネ類とくにオクラコウホネとフトヒルムシロがよく共存

していることが明らかになった. フトヒルムシロは腐植栄

養一貧栄養水域の指標植物とされており(Kadon0,

1982a ; 角野, 1981), オクラコウホネのほうがコウホネ

よりも貧栄養の池に生育する傾向がうかがえる.



表1. コウホネ類の生育地と周囲の状況.

個体数: 多(500以 上), 中(100から500), 少(t00以下).

ここでの個体は根茎 から伸びたシュートを意味してい る.

標本の採集者は藤井 俊夫, 標本は人 と自然の博物館(HYO) 所蔵.



表2. コウホネ類生育地の水質.

4. コウホネ類の形態

コウホネ類3 種のうちヒメコウホネは今回の調査では

試料数が少ないので, 形態は測定しなかった. ここでは

オグラコウホネとコウホネについて比較した結果を述べ

る(表3).オクラコウホネは花茎が1 シュート当たり平均

で 工.8本あり, 花茎の長さは5  1.3cm, 果茎の長さは

70.5cm になり,コウホネでは花茎が1 本で,花茎の長さ

は27cm であった. オクラコウホネがコウホネに比べて

花茎が長くなっていた.

花茎のついたコウホネの株当たり( ここでは根茎の先

端についたシュートを株とする)の抽水葉は8.5枚,浮葉

はO。3枚, 沈水葉は1.5枚であり, 同様に, オクラコウホ

ネでは抽水葉がなく,浮葉は8枚,沈水葉は11.2枚となっ

た. 全体の葉数ではオクラコウホネがコウホネの2 倍近

くあり, とくに沈水葉が多いのが注目される.

オクラコウホネは浮葉, 沈水葉とも, 葉身のサイズに

大きな差は認められないが, コウホネでは沈水葉が浮葉

に比べて著しく小さくなっている( 図3).

コウ ホ ネで は 抽 水葉 の 葉面 積 が 最も 大き く

(1125.2cm2), 次いで浮葉(445.0cm2), 沈水葉

(84.0cm2)の順となる( 表3). 葉柄長は3 タイプの葉と

も, ほぼ同じ60cm であった.

オクラコウホネは沈水葉(8  5 0.2cm2) が浮葉

(655.1cm2)よりわずかに大きいが,コウホネほど明瞭な

差は見られなかった( 表3). また沈水葉の大きさには変

異が多く, 計測した最大葉と最小葉との間では4 倍近く

の開きが認められた( 図4). 葉柄長は浮葉(82.4cm) と

沈水葉(27.2cm) で3 倍のひらきがあった.

オクラコウホネとコウホネの葉のサイズを比較する

と,沈水葉では葉身の輻, 長さ, 葉柄長ともにオクラコ

ウホネのほうが大きかった.浮葉ではコウホネのほうが

葉身が大きいが,葉柄はオクラコウホネのほうが長かっ

た( 図5).

次に根茎の直径を比較すると,コウホネが3.27cm, オ

クラコウホネが1.43cm と, 明かな差が認められた.

オクラコウホネはコウホネに比べて,花茎が長いこと,

沈水葉が多くて大きいこと, 浮葉の葉柄長がコウホネの

1.5倍近くあることや,浮葉の葉面積がコウホネに比べて

小さいことなどから, 流水に対する適応形態を備えてい

ると考えられる. またオクラコウホネの生育地は谷池に

限定され, 春口町と丹南町の2 地点では河川に生育する

ことが確認されているので, 元来の生育環境は河川や水

路だったと推測される.

ま   と   め

三田市域の溜池でオグラコウホネが25 地点,コウホネ

が17 地点, ヒメコウホネが2 地点で確認された.コウホ

表3. コウホネ類の形態形質.

かっこ内は標本数



図3. コウホネ類の葉身の幅と長さの関係( 平均値と標準偏差).

図4. コウホネ類個葉の葉身の幅と長さ の関係.

図5. オクラコウホネとコウホネの葉の各部位の相互関係.

ネ類の確認された池は堰堤が自然素材で造られ, 周囲が

森林であることが多かった. また3 種の生育地の水質は

pH6.3 程度の弱酸性を示し, 電気伝導度は10mS/m 以下

と低く, 貧栄養であることがわかった. 形態的にはオク

ラコウホネの沈水葉はコウホネよりも多く, 抽水葉を持

たず, 浮葉の葉柄長が長いことなどから, 流水に適応し

た形態を備えているものと考えられる.

水草の減少の原因として,角野(1998) は水域の埋立,

河川護岸や溜池の改修工事, 水質汚濁の進行の3 つを挙

げ て い る. 三 田 市 の オ ク ラ コ ウ ホ ネ につ い て も こ の 指 摘

は 当 て は ま り, 特 に 埋 立 によ る 影 響 は 大 き く, 調 査 中 に

2 ヶ所 の 産 地 が 埋 立 に よ り 消失 し た.

今 回 の 調 査 によ り, 三 田 市 の 溜 池 は オク ラ コ ウ ホ ネ を

は じ め と す る 水 草 の宝 庫 で あ る こ と が わ か っ て き た. 今

後 さ ら に 現 地 調 査 を 進 め る と と も に, オク ラ コ ウ ホ ネ に

代 表 さ れ る 水 草 の 生 育 地 を 保 全 し て い く た め, そ の 生 育

環 境, 生 活 史 の 解 明, 遺 伝 子 多 様 性 の 調 査 な ど が 必 要 と

考 え ら れ る.
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図版1. オクラコウホネの生育地と花.

a: 生育地. 手前はヒシ(三田市波田1996.Sep.5).

b: オクラコウホネ(三田市川原1998.Aug.8).




